
   Shim
ada

102014-12　

　

記
念
の
絵
は
、
縦
６
ｍ
横
10
ｍ
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
面
に
、
動
物
た
ち
が
音
楽
を
奏

で
な
が
ら
、
世
界
へ
羽
ば
た
く
子
ど
も
た

ち
を
送
り
出
す
様
子
を
、
色
彩
豊
か
に
表

現
し
て
い
ま
す
。

あ･ら･か･る･と市政

を
集
め
ま
し
た
。

　

今
回
集
め
た
情
報
に
関
し
て
は
、
年
度
内

の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

笹
間
な
ら
で
は
の
自
然
体
験
を
多
く
提

供
す
る
こ
の
施
設
は
、
毎
年
３
０
０
０
人

を
超
す
宿
泊
者
、
約
１
万
数
千
人
の
利
用

者
が
あ
り
「
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
」
の

成
功
例
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
田
商
業
高
校
生
が
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用

　

伊
久
身
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
び
こ
」
開
館
30 
周
年

　
「
企
業
組
合
く
れ
ば
」
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
で
市
長
表
敬

　

都
市
計
画
道
路 

横
井
中
央
線
「
大
津
通
り
」
供
用
開
始

問
広
報
課 

☎
３
６-

７
１
１
８

　

11
月
４
日
、
島
田
商
業
高
校
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
科
の
３
年
生
31
人
が
、
市
が
公
開
す
る

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
市
内
を
走

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停
の
位
置

情
報
や
画
像
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
校
の
生
徒
が
開
発
し
た
最
寄
り
の
バ

ス
停
な
ど
を
検
索
し
地
図
上
に
表
示
で
き

る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
ア
プ
リ
「
ど
こ

で
も
バ
ス
」
に
取
り
込
む
情
報
を
集
め
る
た

め
に
実
施
。
生
徒
た
ち
は
、
紙
の
地
図
に
記

さ
れ
た
バ
ス
停
を
一
つ
一
つ
自
分
の
足
で

歩
い
て
回
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
の
付
い
た
携
帯

電
話
で
写
真
を
撮
っ
て
、
正
確
な
位
置
情
報

問
社
会
教
育
課 

☎
４
６-

５
６
２
５

　

伊
久
身
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
「
や
ま

び
こ
」
の
駐
車
場
に
、
カ
ラ
フ
ル
な
絵
が
登

場
し
ま
し
た
。
こ
の
絵
は
、
や
ま
び
こ
が
開

館
30
周
年
を
迎
え
た
た
め
、
記
念
に
伊
久
身

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
、
ペ
ン
キ
で
描
い
た

も
の
で
す
。

　

や
ま
び
こ
で
は
、
平
成
元
年
に
伊
久
身
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
設
置
を
記
念
し
、
同
幼
稚
園

の
園
児
た
ち
に
よ
っ
て
駐
車
場
に
絵
が
描

か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
絵
は
年

月
の
経
過
と
と
も
に
消
え
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
地
域
振
興
に
必
要
な
や
ま
び
こ
の
開

館
30
周
年
に
合
わ
せ
、
再
び
絵
が
描
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
農
林
課 

☎
３
６-

７
１
６
８

　

11
月
５
日
、「
平
成
26
年
度 

豊
か
な
む
ら

づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
」
に
お
い
て
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
「
企
業
組
合
く
れ

ば
」
の
皆
さ
ん
が
、
市
長
の
も
と
を
訪
れ
、

喜
び
の
声
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
島
田
市
山
村
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
さ

ま
」
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
企
業
組
合
く
れ

ば
は
、
笹
間
地
区
の
有
志
で
組
織
さ
れ
、
旧

笹
間
小
学
校
か
ら
体
験
交
流
宿
泊
施
設
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
を
、
平
成
21
年
３
月
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。

問
市
街
地
整
備
課 

☎
３
６-

７
３
２
１

　

12
月
２
日
、
都
市
計
画
道
路
横
井
中
央
線

（
通
称 

大
津
通
り
）
の
拡
幅
工
事
が
完
了
し
、

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
供
用
開
始
は
、
渋

滞
の
解
消
や
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
を
確

保
す
る
だ
け
で
な
く
、
緊
急
時
に
国
道
１
号

か
ら
広
域
避
難
地
で
あ
る
「
大
井
川
緑
地
」

ま
で
を
つ
な
ぐ
「
幹
線
避
難
路
」
と
し
て
、

大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
歩
道
部
分
を
利
用
し
て
電
線
共

同
溝
事
業
（
電
線
類
の
地
中
化
）
を
進
め
、

電
柱
や
電
線
が
緊
急
車
両
の
通
行
を
妨
げ

る
こ
と
の
な
い
、
災
害
に
も
強
い
道
路
を
目

指
し
ま
す
。

バス停を撮影する島商生幅が広がって一直線に伸びる大津通り

「企業組合くれば」代表の皆さん夢中で絵を描く園児たち
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な
っ
て
お
り
、
県
外
か
ら
の
申
し
込
み
が
多

数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
事
業
を
通
じ
て
、
市
税
の
収
入
の

み
な
ら
ず
、
各
地
域
の
物
産
の
Ｐ
Ｒ
と
需
要

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

は
「
今
後
も
、
地
元
企
業
と
し
て
地
域
貢

献
の
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

心
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
滑
ら
か

な
肌
触
り

の
お
湯
が

浴
槽
い
っ

ぱ
い
に
広

が
り
ま
す
。

　

シ
ル
ク

風
呂
は
、

湯
冷
め
し
に
く
く
体
が
芯
か
ら
温
ま
る
ほ

か
、
小
さ
な
泡
が
毛
穴
に
入
り
込
ん
で
老

廃
物
を
取
り
除
く
な
ど
、
お
肌
の
新
陳
代

謝
を
促
す
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
者
が
急
増
中
！
１
番
人
気
は
「
神
座
み
か
ん
」

　

伊
太
和
里
の
湯
に
「
シ
ル
ク
風
呂
」
登
場

　

第
38 
回 

防
火
ポ
ス
タ
ー 

表
彰
式

　

災
害
救
助
に
必
要
な
物
資
等
の
提
供
に
関
す
る
協
定
を
締
結

問
課
税
課 

☎
３
６-

７
１
４
０

　

７
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
ふ
る
さ
と
寄
附

金
」
の
寄
附
者
へ
の
地
元
特
産
品
を
贈
る
記

念
品
送
付
事
業
が
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
開
始
し
て
か
ら
の
約
４
カ
月
間

で
、
申
込
件
数
は
９
８
７
件
、
寄
附
金
額

は
１
５
４
５
万
９
０
０
０
円
（
11
月
18
日

現
在
）
に
達
し
、
昨
年
度
の
実
績
、
３
件

52
万
８
０
０
０
円
に
比
べ
、
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
記
念
品
の
１
番
人
気
は

「
神
座
み
か
ん
10
㎏
」
で
８
５
１
件
、
続
い

て
「
島
田
茶
・
金
谷
茶
・
川
根
茶
セ
ッ
ト
」

が
32
件
、「
島
田
の
農
産
物
等
詰
め
合
わ
せ

セ
ッ
ト
」
が
24
件
で
し
た
。
申
込
者
の
所
在

地
は
、
東
京
都
が
２
５
１
件
で
最
多
。
次
い

で
神
奈
川
県
１
１
７
件
、
愛
知
県
87
件
と

問
観
光
課 

☎
３
３-

１
１
４
８

　

伊
太
和
里
の
湯
「
満
天
の
湯
」「
森
林
の

湯
」
露
天
風
呂
の
浴
槽
各
２
カ
所
に
、
白
い

泡
の
「
シ
ル
ク
風
呂
」
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

シ
ル
ク
風
呂
は
、
平
成
22
年
３
月
か
ら
続

け
て
き
た
川
根
温
泉
源
泉
露
天
風
呂
に
変

わ
る
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
開
始
し
ま

し
た
。

　

今
回
設
置
し
た
超
微
細
気
泡
（
ナ
ノ
レ
ベ

ル
）
発
生
装
置
は
、
非
常
に
細
か
い
泡
の
白

濁
湯
を
生
成
す
る
の
で
、
ま
る
で
絹
の
よ
う

問
予
防
課 

☎
３
７-

０
１
７
０

　

11
月
５
日
、
島
田
消
防
庁
舎
に
て
「
第
38

回 

防
火
ポ
ス
タ
ー 

表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

市
内
の
小
学
５
年
生
・
６
年
生
を
対
象
に

募
集
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
３
６
２
点
の
中

か
ら
、
特
別
賞
６
点
、
入
選
10
点
、
佳
作
15

点
の
優
秀
作
を
決
定
。
入
賞
者
に
は
、
賞
状

や
盾
と
と
も
に
、
市
長
か
ら
「
力
強
い
色
使

い
や
標
語
が
素
晴
ら
し
い
。
火
事
の
起
こ
ら

な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
く

だ
さ
い
」
と
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
別
賞
最
優
秀
作
品
「
市
長
賞
」
に
選
ば

れ
た
村む
ら
ま
つ松
桜さ

ゆ

な
優
奈
さ
ん
（
初
倉
南
小
５
年
）

は
「
選
ば
れ
て
び
っ
く
り
。
火
事
を
防
ぎ
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
描
き
ま
し
た
」
と
ポ
ス

タ
ー
に
込
め
た
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

問
危
機
管
理
課 

☎
３
６-

７
３
２
０

　

11
月
27
日
、
市
は
、
サ
ン
エ
ム
パ
ッ
ケ
ー

ジ
株
式
会
社
（
大
代
）
と
災
害
救
助
に
必
要

な
物
資
等
の
提
供
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

協
定
に
よ
り
、
市
内
で
地
震
・
風
水
害
・

そ
の
他
の
災
害
な
ど
が
発
生
、
ま
た
は
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
一

般
用
マ
ス
ク
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、

被
災
者
な
ど
が
一
時
的
に
避
難
で
き
る
よ

う
駐
車
場
の
提
供
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

同
社
代
表
取
締
役
社
長
三み
や
け宅
馨
か
お
る

氏
か
ら

市長と協定書を手にする三宅氏 神座みかん▶

▲茶セット

特別賞最優秀作品 表彰を受ける村松さん 超微細気泡を発生


